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寄せ，物語る行為も着目されてきました。Robert J. Lifton による不死性（immortality）の議論もこれ
に関連するでしょう。本日は，こうした「死」をめぐる様々な物語の可能性と限界について考えて
みたいと思っています。 





                                                                









の上昇（Agerbo, 2005），自殺企図の増加（Ajdacic-Gross, Ring, Gadola, Lauber, Bopp, Gutzwiller, & 
Rossler, 2008），複雑性悲嘆（complicated grief）（2013 年に改訂された DSM-5 では「持続性複雑性死












は，自己物語を混乱や機能不全といった危機に陥れる「意味の危機」（Crisis of Meaning: Neimeyer & 
Anderson, 2002）であるがゆえに，死別後には物語の語りなおしが求められます。 
 ここで物語の定義について確認しておきましょう。まず物語には語られた物語と物語る行為とい
う 2 つの側面があります。とくに物語る行為に着目すると，経験を組織化し意味づける行為（Bruner, 












Johnson & Lohan, 2003）。自死で身近な人と死別した人は特に経験を意味づけることが困難になるこ
と，そしてその意味づけの程度がその後の適応にも関わっていることも，私どものこれまでの研究













































るために「河岸に立つ」のを助ける」（White & Morgan, 2006/2007）というメタファーが挙げられる
でしょう。それは，まず安全を確保し，どのようにトラウマ経験に対応してきたのかという歴史を
辿り，トラウマが人生にどう影響したかというストーリーとは別（第 2）のストーリーを発展させ，
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